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― 保健医療部 1 ―

介護・医療体制の充実

0 751,032

地域医療体制の充実

現計額 410,400 410,400

決定額 340,632 340,632

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額国庫支出金

　医療需要の急激な変化を受けて病床数の適正化を進め
る医療機関に対して経費相当分の給付金を支給すること
により、医療機関の連携・再編・集約化に向けた取組が
加速するとともに、地域に必要な医療提供体制の確保が
図られる。

　病床数適正化支援事業　340,632千円

（１）事業内容
　　　病床数適正化支援事業　　340,632千円(83床)
　　　国の第2次内示に伴う増額補正。
　　　医療需要の急激な変化を受けて病床数の適正化を進める医療機関に対し予算の範囲内で補助を行う。
　　　(国の第2次内示額の算定方法)
　　　 ア 令和5年度から2年連続経常赤字の医療機関(第1次内示において予算配分の対象となった医療機関を除く)
       イ 給付額(4,104千円×給付対象とする病床数)の上限は、アの赤字額の平均の半分を目安
       ウ 1医療機関あたりの給付は10床を上限

（２）事業計画
　　　令和6年12月17日(令和6年度補正予算成立日)から令和7年9月30日までの間に病床数の削減を行う病院又は診療所
    に対し、給付金を支給する。
　　　 ア 補助対象：病院(一般病床、療養病床、精神病床)、有床診療所　83床
　　　 イ 交付額：4,104千円/床

（３）事業効果
　　　【アウトプット】
　　　　県内医療機関の病床削減数　83床
　　　【アウトカム】
        経営状況の急変に直面している医療機関へ必要な財政支援を行うことで、医療機関の連携・集約化に向けた
　　　取組が加速するとともに、地域に必要な医療提供体制の確保が図られる。

（参考）国の第1次内示(6月補正予算)　410,400千円(100床)
　　　(国の第1次内示額の算定方法)
　　　 ア 「令和4年度から3年連続経常赤字」又は「令和5年度から2年連続経常赤字かつ令和6年度に病床削減済」
　　　 イ 給付額の上限は(1)の赤字額の平均の半分を目安
　　　 ウ 1医療機関あたりの給付は50床を上限

２　事業主体及び負担区分

【厚生労働省】
・医療施設等経営強化支援事業費補助金
（国10/10、県0）事業者0

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×1人=9,500千円
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１　事業概要 ５　事業説明
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医務費 病床数適正化支援事業費

番号 事業名

事 業
期 間

令和 7年度 根 拠
法 令

医療施設等経営強化緊急支援事業費補助金実施要綱
医療施設等経営強化緊急支援事業費補助金交付要綱

款

針路

会計

S1
病床数適正化支援事業 一般会

計
衛生費 医薬費

項 目

令和 7年度予算見積調書(9月補正予算)
課室名:

説明事業

医療整備課

担当名: 総務・医療企画担当

内線: 3535 (単位：千円)



 

事業名

単位事業名 予算額 340,632千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 340,632 ― 【厚生労働省】
医薬費補助金 医療施設等経営強化事業費補助金

補助率　10/10

合計 340,632 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 340,632 ― 病院、有床診療所　1床当たり4,104千円、83床分

合計 340,632 ―

事業内訳書

病床数適正化支援事業

病床数適正化支援事業

主な内容

主な内容
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